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Abstract 

The purpose of this paper is to clarify the reasons for the increase in the number of Japanese Studies 

Program at Japanese University. As a result, it was found that the number of faculties of Global Japanese 

Studies has been increasing due to the addition of the word " global," which creates a new value different 

from that of conventional Japanese Studies, and also due to the demand for global human resource 

development. This paper also describes the Japanese Studies Program at Wakayama University and the 

content of the Introduction to Japanese Studies class . 
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1．はじめに   

日本学に対する批判や限界は、日本学を有する大学の WEB サイトから知ることができる。

「従来の日本学研究は、日本においては、日本語による日本の視点での国内研究という限界

が、また、欧米においては、英語中心による欧米の視点での日本の地域研究・日本語研究と

いう限界があった。」こと、また「人文科学の研究者のあいだで、『紛争解決』や『持続可能

性(サスティナビリティ)』といった現代社会の課題を各自の研究領域の課題としてどのよう

に引き受けるのか、という問題意識が確立されていない(中略)こうした反省に立ち、日本学

国際共同大学院では、個々の学問領域を守り、その領域を深掘りする伝統的なあり方ではな

く、分野や時代・地域を横断する横の関係の発見に軸足を置く。」(東北大学 日本学国際共

同大学院 WEB サイト)と、従来の反省から新たな研究の方向性が示されている。他方、新た

な視点に基づく教育を展開している大学もある。例えば大阪大学では「これまでの日本研究

では、日本の固有性や特異性がことさらに強調され、その特異性は、日本が近代化する過程
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で欧米やアジアとの対比において自己言及的に構築されてきたひとつの言説にすぎなかっ

たという自覚に立って、一国的な研究枠組を踏み越えていくこと」(大阪大学大学院人文学

研究科/文学部現代日本学研究室 WEB サイト)、そして、「日本学専修は、日本を自明なものと

して捉えるのではなく、歴史学、民俗学、人類学、文化研究、ジェンダー、セクシュアリテ

ィ研究、表象分析といった多様な方法と視点から日本にアプローチすること」(大阪大学大

学院文学研究科・文学部 WEB サイト)と、日本そのものを本質的に捉えないで、多様な視点

から日本理解を目指すことを明確にしている。両大学の日本学は、従来の日本研究とは異な

る、日本学に新しい価値を創り出していこうとする共通点がある。両大学において「日本学」

とは何か、という新たな定義、価値を創造するための過渡期であるように考えられる。また、

後述「2」で示す他大学での「国際日本学」の創設の背景にも、前述の両大学と同じように、

新しい価値を創造していこうとする姿勢がうかがえる。 

日本の大学に「日本学」という学部、学科は非常に少ない。また「日本学」と付けたもの

の多くは「国際」を付け、「国際日本学」という名称を使用している。その理由は、前述の反

省（東北大学 日本学国際共同大学院 WEB サイト）に基づき、日本学研究を進めていくうえ

での新しい価値を創り上げていこうとする姿勢や、従来の日本学と差別化する意図があるか

らだろう。そこに見える共通のキーワードは、「国際」に関わるものとして、「グローバル」

「(異なる文化的背景をもつ)他者との協働」「(国内外の)課題解決」「共生」、文化の自明視

を避けるためのものとして、「文化の捉えなおし」「海外日本研究の知見」などが挙げられる。

また、他大学の「国際」のような冠をつけた大学は、日本学をどのように捉え、実践してい

るのだろうか。それらを分析することは、今後の日本学の方向性や発展の可能性に寄与する

ものと思われる。本稿ではまた、筆者が所属する和歌山大学の「わかやま日本学副専攻プロ

グラム」の必修科目である「日本学概論」とも関連させ、「日本学概論」の実践について報

告する。  

 

2．日本学の現在－日本学と名称のつく学部・学科 

 筒井琢磨（2012)は、日本研究のタイプを、通時的に「ジャパノロジー型研究」(対象は近

代以前、扱うテーマは人文学的題材)、「日本型研究」(対象は近代、扱うテーマは社会科学

的題材)、「現代型研究」(対象は現代、扱うテーマは社会問題)に分類している。後述の「4」

で紹介する「日本学概論」は、主に日本社会のマイノリティに関わる課題を取り上げており、

近代以前を対象にしてきた「ジャパノロジー型研究」ではなく、また近代を対象とした「日

本型研究」でもない。社会問題を扱った「現代型研究」をベースにした内容だと言える。「表

1」に示した日本学で提供する科目にも「現代型」が多く含まれていることがわかる。「表 1」

の大学は、インターネットで「大学日本学」と入力しヒットしたものを中心に抽出した。し

たがって、すべてを網羅しているわけではないが「日本学部」という学部名で完全一致した

ものはほとんどない。その多くが「国際日本学」のように「国際」を付けているところが非

常に多い。「表 1」には学部、学科、専攻において、「日本」と付く学部や学科等のある大学

を挙げ、設置年も合わせて記載し、把握可能な範囲で分野やコース名、科目名を記している。
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表 1  「日本学」を有する大学(2023 年 8 月時点)抜粋 
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3. 調査概要と分析 

 本章では、「日本学」を有する大学について、その大学の WEB サイトに掲載されている概

要、特色、教育方針や目的などの文言から分析をおこなった。その結果、「世界の中の日本

という位置づけ(=国際的な視点)」（表 2）、「世界へ発信するための日本理解」（表 3）、「課題

解決能力の育成、そのための共修(=異文化理解)」(表 4)に概ね整理・分類することができ

る。表 2～表 4 中の(1)(2)等は、表 1 の大学名の番号である。 

表 2 世界の中の日本という位置づけ(=国際的な視点) 

 

表 3 世界へ発信するための日本理解 

 

表 4 課題解決能力の育成、そのための共修(=異文化理解) 
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以上の分析からわかることは、現在、日本研究が目指すものには、①国際的な視点で世界

の中に日本を位置づけ、それを土台に、②日本理解(＝日本を知る)と日本の魅力や良さの発

信(＝言語運用能力重視)が重視され、さらに③(グローバルな諸課題に対する)課題解決能力

の育成、そのための共修(異文化理解)が重視されていると捉えられる。 

 

4．わかやま日本学副専攻プログラムの概要 

4.1 プログラムの内容と目標 

和歌山大学の「わかやま日本学副専攻プログラム」は、2023 年度よりスタートしたばかり

のプログラムである。わかやま日本学副専攻プログラムでは、入り口を「日本学概論(必修)」

(1、2 年生で履修)、出口を「日本学特論(選択必修)」(3、4 年生で履修)と位置づけ、その

間に、「日本文化関連」科目(「日本事情」「世界の中の日本語」「外国語として学ぶ日本語」

「民族芸能論」「わかやまを学ぶ」など)、「語学関連」科目(「日本語」「英語」等の初修外国

語)、「国際連携関連」科目(「国際開発論」「国際協力論」「グローバル社会論」など)が設け

られ、国際的な視点から日本を学べるようになっている。また、「日本学演習(選択必修)」

では、座学で学んだ内容も含めて、フィールドワークによる主体的な学びを通して、日本理

解を深めることを意図している。学部として設置されている他大学の国際日本学部に比べ、

選択できる科目や内容は必ずしも十分とは言えない。しかしながら、「○○日本学」、特に国

際日本学部を有する他の大学とは、異文化理解、多文化共生、日本文化発信に必要な言語能

力の育成など、問題意識は、次の目標からも共有されていると言える。 

日本学の副専攻プログラムの目標は、「日本文化が集積する和歌山の地に根付く知恵や知

識の学びと体験を通して、日本語とその背景にある日本文化を統合した日本学を修め、日本

文化への深い理解力を培う。様々な国の学生と共に日本学を学ぶことで、日本及び世界の諸

課題をグローバルな課題の中に位置づけながら、理解、表現する能力を涵養する。」ことを

挙げている。また、具体的な学修目標は次の通りである。(1)＜コミュニケーション能力＞

では、日本語または英語・初修外国語科目を履修し、コミュニケーションの基礎的な力を身

につけること。(2)＜理解と表現＞では、紀伊半島を中心とした日本文化体験を通して、和

歌山への深い理解力を培い、日本文化、日本社会への関心を高め、国内外の人々にその学び

を発信することができること。(3)＜俯瞰的な視野＞では、「わかやま日本学副専攻」を通し

て学修・体験したことを国際的な視点や母国の視点から位置づけるとともに、多種多様な

人々との交流・協働の経験を通じて異文化を理解する能力及び実践力を身につけること、の

３つを挙げている。 

以上の内容は、他大学の国際日本学の概要、目的などから導き出されたキーワード、「国

際」に関わる「グローバル」「(異なる文化的背景をもつ)他者との協働」「(国内外の)課題解

決」「共生」とも重なるところが非常に大きい。そういう意味では、わかやま日本学副専攻

プログラムも国際日本学と通じるものがあるが、ここに「わかやま」と名付けたところに独

自性がある。これは、「わかやま」での学びや、そこで見えてきた課題が、グローバルな課

題や、世界の諸課題につながっていることへの気づき、理解を目指していることにある。こ
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の「グローカル」から「グローバル」へという視点は、クリストファー・グレイグ(2022)が

ローカルな地域研究がいくつかの点で世界につながっていることを、歴史研究を通して示し

たことと重なる。また、地域研究を、地域内で完結するのではなく、グローバルな視点、課

題の中に位置づけていくという本学の日本学が目指す方向性と重なるものでもある。次に筆

者担当の「日本学概論」について紹介する 

4.2 わかやま日本学副専攻における「日本学概論」 

筆者が担当する「日本学概論(必修)」を例に挙げると、「共生」「人権」「偏見への気づき」

を軸として授業を展開している。「表 5」は、「日本学概論」の内容等を記したものである。

授業ごとに目標を設定し、各回の目標を授業の冒頭で学生に伝え授業をおこなった 

表 5 日本学概論の授業 
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「表 5」に見られるように、講義内容は、①「多文化共生関連(2/3/4/6/7/8/9/10/11/12 回)」、

②「(外国人を除く)マイノリティ関連(3/5/13/14/15 回)」、③「文化関連(3/5/12 回)」のテ

ーマに分けられる。ただし、①「3」(先住民族アイヌ/在日コリアン)」では、共生に関わる

人権問題だけではなく、文化的側面も取りあげていることから、③と重複し、②「5」(沖縄

の関わる課題)に関しても、沖縄の「ハジチ文化」を取り上げていることから③とも重複す

る。以上のように、①②③は個別のものもあれば、互いに関連しているものもある。また①

②③は「教育社会学」「労働関連」「言語学」「歴史学」「社会学」「民俗学」などを参考にし、

それら分野の知見なども取り入れながら授業をおこなった。 

 

5．考察と結果：グローバル人材育成という観点 

グローバル人材育成推進会議（2012）では、グローバル人材には、次の要素が必要だと明

記している。その要素とは、「要素Ⅰ：語学力・コミュニケーション能力」、「要素Ⅱ：主体

性・積極性、チャレンジ精神、協調性・柔軟性、責任感・使命感」、「要素Ⅲ：異文化に対す

る理解と日本人としてのアイデンティティ」である。このほか、幅広い教養と深い専門性、

課題発見・解決能力、チームワークと(異質な者の集団をまとめる)リーダーシップ、公共性・

倫理観、メディア・リテラシー等の要素が必要だとし、日本人学生の海外留学など、在外経

験を重視している。その一方で、経済的な理由など様々な事情で留学できない人の人材育成

についても考えられている。グローバル人材推進会議(2012)では、外国人留学生の受け入れ、

優秀な留学生と日本人学生との交流の推進の必要性が指摘され、「内なる国際化」の促進が

明記されている。他方、西村・趙(2022)は、大学におけるグローバル人材育成とは「現代社

会の課題、一国では解決できない共通問題に対応できる若者の育成を進めることに他ならな

い」として、グローバルな課題解決のためには大学での「内なる国際化」が必要であること

を述べている。 

現在の日本学は、これまでの批判に対しての応えが、グローバル人材育成という社会的要

請「外なる国際化」「内なる国際化」(新しい価値)への応えとしても有効であったことも相

まって、その新しい価値を取り込み、国際日本学という形で立ち現れたと言えるのではない

だろうか。このことは、グローバル人材推進会議(2012)以降、設置された各大学の学部、学

科、プログラムの設置年（表 1 参照）からも推察できる。 

 

6．おわりに 

 本稿では、現在の日本学についての方向性や、また主に国際日本学(学部、学科など)増加

の要因と本学「日本学概論」の実践について報告をおこなった。国際日本学などに見られる

日本学の増加要因については、共時的に各大学の HP に記述されている文言を分析したに過

ぎず、十分な説得力を示せているとは言えない。また、通時的に「日本学」というものが各

大学において、どのように位置づけられ、変化してきたのか。あるいは、グローバル人材育

成が日本学以外の名称、プログラムとして展開されているのか、それらの観点からの分析も

できていない。これらは今後の課題としたい。 
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「日本学概論」については、日本学研究の「現代型研究」の対象の範囲であり、特に他大

学にもある「多文化共生論」と類似するところが大きい。この科目の特徴として、「共生」

をキーワードに据えることによって、障がい、性的マイノリティの問題を授業で扱うことが

可能になっている。さらに、「わかやま」に着目することで、グローカルな問題が日本の諸

課題とも重なり、グローバルな課題でもあることへの気づきを促すことができたのではない

だろうか。このような特長を有しながらも、わかやま日本学副専攻プログラムもまた、現在

の社会的要請「内なる国際化」「外なる国際化」に応えるためのプログラムであり、その点

で他大学の日本学が目指すものと大きな違いはない。課題としては、日本学概論での実践が

「わかやま日本学プログラム」の目標を達成する上で、どれだけ貢献できたのか、というと

ころまでは分析できなかったことが挙げられる。今後はアンケートなどを実施し、分析して

いきたい。 

 

付記 本稿は 2023 年 8 月 25 日 韓国日本学会第 106 回国際学術大会発表原稿に修正、加筆

したものである。 
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